
平成20年７月31日 第２号

  

野
田
工
業
団
地
協
同
組
合

専
務
理
事　

八
重
樫　

良
一

〔
組
合
の
概
要
〕

　
　

所
在
地　

野
田
市
上
三
ヶ
尾

　
　

設　

立　

昭
和
53
年
４
月

　
　

理
事
長　

中
村　

貞
夫　

組
合
員

　
　

組
合
員　

26
社
（
出
資
金
７
，
５
０
０
万
）

　

当
組
合
は
、
住
工
混
在
解
消
を
目
的
と
し
て
昭
和
54
年
公
害
防
止
事
業
団
資
金

に
よ
る
団
地
造
成
に
着
手
、
55
年
よ
り
高
度
化
資
金
を
利
用
、
３
年
計
画
で
工
場

を
建
設
、
57
年
に
中
小
零
細
企
業
全
組
合
員
数
30
社
が
進
出
し
た
。
野
田
市
の
南

東
部
に
位
置
し
16
号
線
に
接
地
、
近
く
に
常
磐
道
柏
イ
ン
タ
ー
が
あ
る
立
地
条
件

に
恵
ま
れ
た
工
業
団
地
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
11
年
９
月
を
以
っ
て
制
度
融
資
の
償
還
を
完
了
、
目
出
度
く
初
期
の
目
的

が
達
成
さ
れ
土
地
の
名
義
が
各
自
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
20
年
の
縛

り
と
世
代
交
代
や
組
合
員
の
入
れ
替
え
等
で
設
立
当
初
の
求
心
力
が
著
し
く
低
下

し
組
合
存
続
の
危
機
を
迎
え
中
央
会
の
ご
指
導
の
も
と
、
活
路
開
拓
研
究
で
組
合

の
有
り
方
と
題
し
方
向
性
を
考
え
、
労
働
力
確
保
推
進
事
業
や
人
材
確
保
推
進
事

業
を
継
続
実
施
、
人
材
雇
用
育
成
の
手
助
け
に
、
福
利
厚
生
事
業
で
団
地
祭
り
実

施
、
団
地
Ｐ
Ｒ
は
元
よ
り
従
業
員
及
び
家
族
、
近
隣
の
方
に
楽
し
ん
で
頂
き
交
流

も
深
ま
り
、
駐
車
場
土
地
借
用
等
の
契
約
が
出
来
る
よ
う
に
成
り
ま
し
た
。

　

一
方
団
体
安
全
衛
生
活
動
援
助
事
業
（
た
ん
ぽ
ぽ
事
業
）
を
活
用
し
て
、
職
場

改
善
安
全
衛
生
教
育
、
技
能
講
習
、
特
定
検
査
助
成
等
を
実
施
し
組
合
員
に
歓
迎

さ
れ
、
活
性
化
に
結
び
つ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
此
れ
も
偏
に
中
央
会
並
び
に
関

係
諸
官
庁
行
政
の
ご
指
導
ご
支
援
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
又
、
組
合
で
生
じ
ま
す
諸
問
題

等
に
付
き
ま
し
て
も
大
変
お
世
話
に

成
っ
て
お
る
所
で
あ
り
ま
す
。
何
れ

に
し
ま
し
て
も
問
題
処
理
は
、
低
頭

し
法
令
順
守
で
処
理
す
る
事
が
得
策

で
あ
る
。

　

組
合
収
入
は
賦
課
金
と
駐
車
場
会

館
事
務
所
賃
貸
、
物
品
販
売
収
入
で

賄
い
、
中
小
零
細
の
異
業
種
26
社
で

構
成
、
事
務
局
員
は
女
子
事
務
員
と

私
の
二
人
で
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る

所
で
あ
り
ま
す
。

事務局責任者協会だより

　

当
組
合
は
、
平
成
4
年
10
月
に
設
立

し
満
15
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

設
立
の
目
的
は
、
千
葉
県
が
首
都
圏

に
隣
接
し
た
優
位
な
地
理
的
条
件
に

あ
り
、
東
京
湾
横
断
道
路
の
建
設
、
幕

張
新
都
心
の
形
成
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発

等
、
21
世
紀
に
向
け
た
事
業
の
推
進
が

図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
我
々
業
界
は
大
半
が
中
小

企
業
で
あ
り
、
経
営
基
盤
が
脆
弱
で
あ

る
た
め
、
大
型
公
共
事
業
の
受
注
に
対

応
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
状
況
を
踏
ま
え
、
大
型
公
共
事
業
の
受
注
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、

長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
業
界
の
組
織
編
成
が
必
要
で
あ
り
、
基
幹
産
業
に
ふ
さ

わ
し
い
社
会
的
評
価
を
得
る
た
め
協
同
組
合
方
式
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

当
業
界
は
、
受
注
産
業
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
県
土
造
り
の
先
端
技
術
と

英
知
を
持
つ
企
業
集
団
と
し
て
、
県
土
の
開
発
に
力
を
注
ぎ
地
域
社
会
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。

　

設
立
後
は
、
国
・
県
・
市
町
村
等
の
発
注
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

組
合
並
び
に
組
合
員
企
業
は
順
調
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、
建
設
業
に
携

わ
る
測
量
設
計
業
界
は
、
産
業
構
造
の
変
遷
、
公
共
事
業
費
の
削
減
、
Ｉ
Ｔ
社
会

到
来
に
よ
る
技
術
革
新
な
ど
業
界
を
取
巻
く
環
境
の
変
化
は
予
想
以
上
に
激
し

く
、
ま
た
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
従
来
の
測
量
設
計
の
成
果
か
ら
多
様
か
つ
高
度

な
技
術
力
を
生
か
し
た
付
加
価
値
の
高
い
成
果
へ
と
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
組
合
は
、県
管
理
の
道
路
台
帳
整
備
や
河
川
台
帳
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

新
分
野
の
事
業
と
し
て
、
地
籍
調
査
事
業
・
都
市
再
生
調
査
事
業
・
土
地
活
用
調

査
事
業
・
更
に
は
、
災
害
時
の
緊
急
測
量
業
務
・
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
事

業
に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
千
葉
県
が
推
進
す
る
「
千
産
千
消
」「
中
小
企
業
元
気
戦
略
」
に
取
組

む
と
共
に
、
関
東
経
済
産
業
局
の
官
公
需
適
格
組
合
と
し
て
、
受
注
・
施
行
管
理
・

検
査
体
制
を
確
立
し
、
高
い
品
質
の
成
果
品
を
納
入
す
る
こ
と
の
出
来
る
技
術
者

集
団
と
し
て
、
常
に
研
鑽
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
貢
献
に
努
め
る
と
共
に
、
組
合
及
び
組
合
員
企
業
の
健
全
経
営

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
組
合
員
一
同
英
知
を
絞
り
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

発行　千葉県中小企業団体事務局責任者協会
住所　千葉市中央区千葉港４－２
　　　　　　　千葉県中小企業団体中央会内
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千葉県中小企業団体事務局責任者協会機関紙
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第１回通常総会

意見・情報交換会

 事務局からのお知らせ

　事務局責任者協会だよりの第２号を刊行できましたことを関係各位に心より感謝申
し上げます。本号では、創刊号に引き続いて会員組合の紹介記事を掲載しました。
本紙が、会員相互の情報交換・事業連携に寄与し、組合運営の新たな展開を考察す
る追い風となれば幸いです。

本年度の事業実施状況、各種ご案内は下記のとおりです。
　☆第１回通常総会（H20. 2.25）
　☆研修委員会（H20. 4.28）　☆広報委員会（H20. 4.30）
　☆中小企業組合・中央会との意見・情報交換会（H20. 6. 5）

　　千葉県中央会から「地域力連携拠点事業」のご案内
　中央会では、県内の小規模企業等における①経営力の向上②創業・再チャレン
ジ③事業承継 等の課題について、金融機関や公設試験場、大学等のパートナー
機関と連携し、これらの経営課題の解決に向けた「相談事業」「専門家派遣事業」「情
報提供事業」を行っております。
　構成員企業の中で、経営革新についてお考えの方がおりましたら千葉県中小企
業団体中央会 連携支援部 経営支援グループにご相談下さい。

団地祭りの様子

    

千
（
ち
さ
ん
）
産
・
千
（
ち
し
ょ
う
）
消

県
内
の
仕
事
は
県
内
の
企
業
へ

千
葉
県
測
量
設
計
事
業
協
同
組
合　

専
務
理
事　

伊
藤　

克
義

理事会の様子
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千
葉
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合　
　
　

事
務
局
長　

桐
谷　

尚
登

　

千
葉
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
は
、
昭
和
41
年
に
経
営
基
盤
の
脆
弱
な
整
備
事

業
者
を
経
営
面
か
ら
支
援
す
る
に
は
、
公
益
団
体
で
あ
る
社
団
法
人
千
葉
県
自
動

車
整
備
振
興
会
で
は
制
約
が
多
く
活
動
に
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
に
先

駆
け
て
当
組
合
の
前
身
で
あ
り
ま
す
千
葉
県
自
動
車
工
業
協
同
組
合
を
設
立
致
し

ま
し
た
。
設
立
当
初
は
、
わ
ず
か
４
９
８
名
の
組
合
員
で
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
昭
和
49
年
に
現
在
の
千
葉
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
に
組
織
変
更

し
、
今
日
に
至
る
ま
で
40
年
以
上
に
亘
り
、
自
動
車
整
備
業
業
界
が
激
動
す
る
諸

環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
組
合
員
の
利
益
追
求
と
い
う
基
本
ス
タ
ン
ス
の
も
と
に
、

経
営
基
盤
の
確
立
と
経
営
の
近
代
化
を
目
指
し
て
、
教
育
事
業
の
推
進
と
構
造
改

善
事
業
の
実
施
、
組
合
の
組
織
力
を
生
か
し
た
共
同
経
済
事
業
の
実
施
、
国
の
補

助
制
度
で
あ
る
自
動
車
整
備
近
代
化
資
金
制
度
に
基
づ
く
金
融
事
業
等
を
展
開

し
、
整
備
事
業
者
の
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
42
年
に
船
橋
市
習
志
野
台
に
習
志
野
支
所
を
開
設
、
昭
和
57
年
に
袖
ヶ
浦

市
長
浦
に
袖
ヶ
浦
支
所
を
開
設
、
さ
ら
に
は
昭
和
61
年
に
組
合
員
の
た
め
の
「
レ

ス
ト
ラ
ン
三
角
や
ね
」
を
建
設
オ
ー
プ
ン
、
平
成
９
年
に
野
田
市
上
三
ヶ
尾
に
野

田
支
所
を
開
設
、
平
成
15
年
に
は
千
葉
県
自
動
車
会
館
教
育
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す

る
な
ど
組
合
員
の
利
便
向
上
を
図
り
、
堅
調
な
組
合
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
総
数
２
，３
０
０
名
に
も
及
ぶ
組
合
員
数
を
擁
し
、
出
資
金
総

額
９
億
円
、
職
員
総
数
１
２
５
名
に
も
及
ぶ
全
国
一
の
規
模
へ
と
順
調
な
発
展
を

遂
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
組
合
の
特
徴
と
し
て
業
界
の
人
材
確
保
と
育
成
に
は
特
に
注
力
し
、

昭
和
45
年
に
全
国
で
唯
一
の
商
工
組
合
立
千
葉
県
自
動
車
技
術
専
門
学
校
（
平
成

18
年
専
門
学
校
千
葉
県
自
動
車
大
学
校
に
校
名
変
更
）
を
開
校
し
、
業
界
自
身
の

自
動
車
整
備
士
の
養
成
を
行
っ
て
お
り
、
昭
和
45
年
開
校
以
来
、
平
成
20
年
３
月

の
卒
業
者
を
加
え
て
、
延
べ
自
動
車
研
究
科
１
級
課
程
23
名
、
自
動
車
整
備
科
２

級
課
程
４
，
１
９
９
名
、
総
合
計
数
４
，
２
２
２
名
の
有
用
な
人
材
を
業
界
に
送

り
出
し
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
整
備
業
界
を
取
巻
く
環

境
は
、
自
動
車
整
備
需
要
の
基
盤

で
あ
る
自
動
車
保
有
台
数
の
伸
び

悩
み
、自
動
車
販
売
台
数
の
減
少
、

相
次
ぐ
規
制
緩
和
に
よ
る
法
定
需

要
の
減
少
、
整
備
単
価
の
下
落
と

競
争
の
激
化
な
ど
厳
し
く
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
組
合
事
業
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

柏
駅
前
第
一
商
業
協
同
組
合　
　
　

事
務
局
長　

寺
嶋　

恒
平

〔
組
合
の
概
要
〕

　
　

所　

在　

地　

千
葉
県
柏
市
柏
１
丁
目
１
番
11
号

　
　

設
立
年
月
日　

昭
和
47
年
５
月
22
日

　
　
　
　
　
　
　
　

※
開
店　

翌
48
年
９
月
29
日

　
　

理

事

長　

三
好　

迪
夫
（
ふ
み
お
）

　
　

組
合
員
数　

59
社
（
昭
和
20
年
７
月
現
在
）　

　

昭
和
46
年
に
始
ま
っ
た
、柏
市
施
工
に
よ
る
「
柏
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業
」

進
捗
の
な
か
で
、
借
家
人
を
中
心
と
し
た
財
政
力
の
弱
い
弱
小
権
利
者
の
処
遇
が

問
題
と
な
り
、
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
柏
市
の
指
導
に
よ
り
、
昭
和
47

年
５
月 

組
合
を
設
立
し
て
ビ
ル
を
建
設
、
昭
和
48
年
９
月
に
竣
工
し
た
共
同
ビ

ル
で
小
売
業
を
営
ん
で
い
る
。

　

当
初
、
業
種
が
雑
多
な
事
や
、
所
有
形
態
が
区
分
所
有
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
公

的
資
金
の
利
用
が
出
来
ず
、
市
中
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
調
達
し
て
開
店
に
こ
ぎ

つ
け
、
県
・
市
か
ら
の
利
子
補
給
を
受
け
て
、
開
店
８
年
目
で
完
済
し
た
。

　

今
年
で
開
店
36
年
目
を
迎
え
る
が
、
組
合
創
立
以
来
、
組
合
員
の
経
済
的
地
位

向
上
の
た
め
に
、
共
同
広
告
宣
伝
・
共
同
保
管
・
講
習
会
・
講
演
会
の
開
催
、
旅

行
等
の
福
利
厚
生
事
業
、
共
同
ビ
ル
の
管
理
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

昨
今
の
小
売
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
が
、
柏
の
中
心
部
に
位
置

す
る
柏
市
最
初
の
法
人
商
店
会
と
し
て
、
更
な
る
販
促
事
業
の
推
進
、
ビ
ル
の
老

朽
化
対
策
、
組
合
員
の
福
利
厚
生
事
業
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

千
葉
県
土
砂
事
業
協
同
組
合
連
合
会　
　
　

事
務
局
長　

竹
内　

良
司

〔
組
合
の
概
要
〕

　
　

所
在
地　

千
葉
市
中
央
区
長
洲
１
─
15
─
７
（
千
葉
県
森
林
会
館
内
）

　
　

設　

立　

昭
和
52
年
６
月
29
日

　
　

理
事
長　

三
枝　

巖

　
　

組
合
数　

14
組
合
（
所
属
組
合
員
）
２
７
３
社

　
　

　

千
葉
県
土
砂
事
業
協
同
組
合
連
合
会
は
、
会
員
及
び
所
属
員
の
相
互
扶
助
の
精

神
に
基
づ
き
、
設
立
か
ら
31
年
、
所
属
員
の
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
い
、
も
っ

て
会
員
及
び
所
属
員
の
自
主
的
な
経
済
活
動
を
促
進
し
、
か
つ
、
そ
の
経
済
的
地

位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
高
度
成
長
期
に
お
い
て
は
、
建
設
業
界
等
の
旺
盛
な
需
要
に
支
え
ら

れ
順
調
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
は
、
建
設
業
界
の
不

振
か
ら
土
砂
の
受
注
は
減
少
し
、
会
員
数
も
半
減
と
成
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

当
砂
利
業
界
の
現
況
は
、
政
府
の
財
政
健
全
化
の
名
の
下
で
の
公
共
投
資
の
抑

制
等
に
よ
り
、
骨
材
の
総
需
要
が
大
き
く
減
少
し
続
け
て
い
る
た
め
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
骨
材
供
給
産
業
と
し
て
の
重
要
な
役
割
の
一
端
を
担
い

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
砂
利
資
源
の
安
定
確
保
、
労
働
災
害
防
止
、
公
害
防
止

等
地
域
環
境
と
の
調
和
、
砂
利
製
品
の
品
質
管
理
問
題
な
ど
の
諸
問
題
に
正
面
か

ら
取
り
組
み
、
そ
の
社
会
的
役
割
を
解
決
し
て
い
く
と
と
も
に
、
厳
し
い
事
業
環

境
の
変
化
に
対
応
し
、
骨
材
の
安
定
供
給
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
地
道
に

努
力
を
重
ね
企
業
存
続
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
で
の
、
平
成
18
年
度
土
砂
採
取
認
可
数
量
２
７
，２
７
１
千
㎥
に

対
し
、
平
成
19
年
度
土
砂
採
取
認
可
取
得
数
量
は
３
９
，６
７
５
千
㎥
と
な
り

１
２
，４
０
４
千
㎥
の
大
幅
な
実
績
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
京
国
際
空

港
拡
張
事
業
（
羽
田
Ｄ
滑
走
路
埋
立
）
が
着
工
さ
れ
、
平
成
19
年
５
月
か
ら
山
砂

の
供
給
が
開
始
さ
れ
た
事
が
大
き
な
要
因
で
有
り
ま
す
。

　

東
京
国
際
空
港
再
拡
張
工
事
は
、
平
成

19
年
度
か
ら
３
ヶ
年
事
業
と
し
て
約

３
，０
０
０
万
㎥
の
山
砂
を
供
給
す
る
事
か

ら
、
一
部
地
区
に
お
い
て
は
時
限
的
に
明

る
い
兆
し
が
見
え
て
お
り
ま
す
が
、
我
が

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

事
か
ら
、
土
砂
の
計
画
的
採
取
、
自
然
環

境
に
配
意
し
た
採
取
等
を
行
う
と
共
に
会

員
相
互
の
資
質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

千葉県自動車会館


